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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,614人（△437） 

　男　　24,098人（△262） 

　女　　27,516人（△175） 

世帯数　22,254　（△104） 
4月1日現在 （　）は前月比 

堂々の入場行進 
　男子239チーム、女子11チームの子

どもたちが、晴れわたった青空の下、それ

ぞれ頂点を目指して力強く入場行進を行

いました。（「第35回鹿児島県ちびっこソ

フトボール大会」P10関連記事） 
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豊
か
な
郷
土
・
み
ん
な
で
守
り
・
創
意
・
工
夫
生
み
出
す
風
を 

草
原
自
治
会
（
日
吉
地
域
） 

▲産業祭 

▲年２回行う河川愛護作業 

▲地域の一大イベント夏祭り ▲牧内重光会長 

吉
地
域
の
北
部
に
位
置
す
る
草

原
自
治
会
は
少
子
高
齢
化
の
進

む
地
域
で
す
が
、
自
治
会
が
統
合
し

て
丸
三
年
が
経
過
。
各
専
門
部
（
総

務
部
・
教
養
部
・
体
育
部
・
生
産
部
・

青
壮
年
部
・
婦
人
部
）
を
中
心
に
自

治
会
活
動
や
地
区
公
民
館
活
動
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
が
楽
し

ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。 

年
、
八
月
に
行
わ
れ
る
夏
祭
り

は
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
一
カ
月
以
上
前
か
ら
話
し
合
い

を
重
ね
、
当
日
の
ス
テ
ー
ジ
の
準
備

や
屋
台
な
ど
青
壮
年
部
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
地
区
内
外
か
ら
大

勢
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
夏
祭
り

に
は
、
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会

も
参
加
。
す
ば
ら
し
い
太
鼓
の
演
奏

を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。 

月
に
吹
上
町
永
吉
で
行
わ
れ
る
、

山
神
の
響
炎
（
や
ま
ん
か
ん
の

き
ょ
う
え
ん
）
に
は
、
草
原
自
治
会

が
伐
採
や
松
明
（
た
い
ま
つ
）
の
準

備
を
手
伝
う
な
ど
年
間
行
事
に
取
り

入
れ
、
地
域
外
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。 

老
を
祝
う
会
は
、
九
月
に
行
い

ま
す
が
、
前
日
に
は
、
わ
ら
べ

住
吉
育
成
会
の
子
ど
も
た
ち
が
会
場

の
飾
り
付
け
を
行
い
、
地
域
み
ん
な

で
祝
い
ま
す
。 

区
公
民
館
活
動
と
し
て
は
、
産

業
祭
を
十
二
月
に
開
催
。
野
菜

品
評
会
や
即
売
会
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

月
一
日
に
は
、
地
域
の
日
枝
神

社
に
参
拝
後
、
梨
ヶ
峰
へ
初
日

の
出
登
山
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

四
十
年
以
上
続
く
恒
例
行
事
で
す
。 

康
増
進
を
図
る
た
め
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
こ
れ
ま

で
日
吉
総
合
運
動
公
園
で
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
、
公
民
館
の
近
く
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
、
三
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

大
会
を
計
画
中
で
す
。 

れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
地
域
の
だ
れ
も
が
、
楽

し
み
を
持
っ
て
仲
良
く
元
気
に
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
で
す
。 

日 

毎 

地 敬 一 健 こ 

十 
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草原自治会 
（日吉地域） 

　
平
成
十
八
年
四
月
に
遠
矢
ヶ
原
・
草

原
東
・
草
原
西
・
川
口
・
住
吉
の
五
集

落
が
統
合
し
て
新
た
に
発
足
し
た
草
原

自
治
会
。
日
吉
地
域
の
北
部
に
位
置
し
、

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
百
九

十
五
世
帯
四
百
五
十
四
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。 

　
自
治
会
が
統
合
し
て
丸
三
年
が
経
ち
、

毎
年
行
う
夏
祭
り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

く
さ
は
ら 



　歳
入 

　「
骨
格
予
算
」
に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費
等

の
政
策
的
経
費
を
控
え
た
こ
と
に
よ
り
国
県
支

出
金
、
市
債
が
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳
入
の
大
部
分
は
、
国
や
県
な
ど
に
頼
る
お
金

で
依
存
財
源
（
７１
・
５
％
）
と
よ
ば
れ
る
も
で

す
。
ま
た
、
市
が
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源

で
市
税
、
使
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
な
ど

を
自
主
財
源
と
い
い
、
２８
・
５
％
と
自
主
財
源

の
比
率
が
低
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　 

　
歳
入
の
主
な
も
の
で
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」
が
全
体
の

４４
・
４
％
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、
皆
さ
ま

か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
２２
・
４
％
、

社
会
保
障
制
度
等
の
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
財

源
と
な
る
国
か
ら
の
補
助
金
「
国
庫
支
出
金
」

が
９
・
９
％
、
長
期
で
借
り
入
れ
る
「
市
債
」

が
６
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
投
資
的
事
業
に
係
る
市
債
に
つ
い
て

は
、
緊
急
度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
、
合
併

特
例
債
な
ど
の
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
市

債
の
発
行
を
優
先
す
る
こ
と
で
起
債
事
業
を
厳

選
し
、
公
債
費
の
抑
制
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

　歳
出
（
目
的
別
） 

　
歳
出
を
、
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、「
民
生

費
」
が
５０
億
６
千
９
百
４０
万
２
千
円
で
全
体
の

２６
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
児
童

福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
生
活
保

護
な
ど
に
関
す
る
支
出
で
、
す
べ
て
の
人
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
多
い
の
が
、
過
去
の
投
資
的
事
業
の
財

源
と
し
て
借
り
入
れ
た
市
債
の
元
利
償
還
金
で

あ
る
「
公
債
費
」
で
、
全
体
の
２０
・
３
％
を
占

め
い
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
性
質
別
） 

　
歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、「
人
件
費
」、

「
公
債
費
」
お
よ
び
「
扶
助
費
」
の
義
務
的
経

費
が
全
体
の
６２
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。「
普

通
建
設
事
業
費
」
お
よ
び
「
災
害
復
旧
事
業
費
」

の
投
資
的
経
費
が
５
・
７
％
、「
物
件
費
」、「
補

助
費
等
」
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
が
３２
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
か
で
も
「
人
件
費
」
が
４５
億
６
百
９８
万
３

千
円
と
全
体
の
２３
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
人
件
費
」
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画

に
よ
る
職
員
数
の
削
減
と
議
員
定
数
の
減
等
に

よ
り
対
前
年
度
比
１
・
８
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
次
に
多
い
の
が「
公
債
費
」で
３９
億
７
百
１８
万

３
千
円
と
全
体
の
２０
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
災

害
関
連
や
義
務
教
育
な
ど
緊
急
性
が
高
く
、
ま

た
、
生
活
に
密
着
し
た
事
業
や
当
初
か
ら
予
算

計
上
し
な
け
れ
ば
影
響
が
出
る
と
思
わ
れ
る
も

の
を
計
上
し
、
１０
億
４
千
８
百
９９
万
５
千
円
と

前
年
度
比
７５
・
７
％
の
減
と
し
て
い
ま
す
。 

市の予算 市の予算 市の予算 

市の予算 市の予算 市の予算 

歳　入 

市税予算額 
43億1,978万6千円 

歳入予算額 
192億5,900万円 

目的別歳出予算額 
192億5,900万円 

性質別歳出予算額 
192億5,900万円 

市税の状況 歳出 
（目的別） 

歳出 
（性質別） 

個　人 
16億120万2千円 

37.1％ 

市　税 
43億1,978万6千円 

22.4％ 

繰入金 

1億2,915万2千円 
0.7％ 

10億4,211万2千円 
5.4％ 

市　債 
12億7,870万円 

6.6％ 
12億7,870万円 

6.6％ 

人件費 
45億698万3千円 

23.4％ 

繰出金 

14億4,744万4千円 
7.5％ 

その他 
1億4,140万5千円 

0.7％ 

扶助費 
35億1,795万1千円 

18.3％ 

物件費 
27億893万6千円 

14.1％ 

補助費等 
19億3,041万9千円 

10.0％ 

普通建設事業費 
10億4,899万5千円 

5.4％ 

119億3,211万7千円 
62.0％ 

62億2,820万4千円 
32.3％ 

10億9,867万9千円 
5.7％ 

災害復旧事業費 
4,968万4千円 
0.3％ 

公債費 
39億718万3千円 

20.3％ 

固定資産税 
21億1,438万8千円 

48.9％ 

21億3,996万円 
49.5％ 

137億6,795万円 
71.5％ 

54億9,105万円 
28.5％ 

18億4,284万4千円 
42.7％ 

地方交付税 
85億4,400万円 
44.4％ 

国庫支出金 

18億9,761万4千円 
9.9％ 

法　人 
2億4,164万2千円 

5.6％ 

入湯税 
235万2千円 
0.1％ 

国有資産等所在市町村交付金 
2,557万2千円　0.6％ 

軽自動車税 
1億2,623万9千円 

2.9％ 市町村たばこ税 
2億839万1千円 

4.8％ 

その他 

その他 
4億7,574万4千円 

2.5％ 
県支出金 

11億4,426万4千円 
5.9％ 

地方消費税交付金 
4億2,412万円 
2.2％ 

民生費 
50億6,940万2千円 

26.3％ 

労働費 
1,398万1千円 
0.1％ 

商工費 
1億5,669万9千円 

0.8％ 

衛生費 
30億7,508万8千円 

16.0％ 

公債費 

総務費 

39億718万3千円 
20.3％ 

予備費 
1,500万円 
0.1％ 

20億2,024万2千円 
10.5％ 

消防費 

議会費 
2億89万1千円 
1.0％ 

教育費 
23億5,740万3千円 

12.2％ 

土木費 
9億3,321万5千円　4.8％ 

7億7,795万8千円　4.0％ 

4,987万5千円 
0.3％ 

農林水産業費 

災害復旧費 

6億8,206万3千円 
3.5％ 

市の人口動態（年度別） （単位：人） 

市の人口 （単位：人） 

（※市の人口、市の人口動態は住民基本台帳より） 

H18.4.1現在 
52,668 52,206 51,886

H19.4.1現在 H20.4.1現在 
51,614

H21.4.1現在 

H18年度 H19年度 
出　　生 
死　　亡 
転　　入 
転　　出 
増　　減 

367 
685 
2,334 
2,478 
△ 462

417 
689 
2,411 
2,459 
△ 320

H20年度 
395 
610 
2,166 
2,223 
△272

 総務費 
コミュニティバス運行事業 
地域情報化推進事業 
道路反射鏡等設置事業 
自主防災組織育成事業 
企業誘致対策事業 
日置市民歌制定事業 
土地評価時点修正業務委託 
滞納管理システム導入 
辺地共聴施設整備事業 
男女共同参画事業　 
 民生費 
重度心身障害者医療費助成事業 
特別障害者手当等給付事業費 
生活保護費の支給 
はり・きゅう助成事業 
「食」の自立支援事業（配食サービス） 
一時保育促進事業 
地域子育て支援センター事業 
延長保育促進事業 
 衛生費 
再生資源回収事業 
生ごみ堆肥化容器設置事業 
浄化槽設置整備事業 
環境調査 
衛生処理組合負担金 
子育て支援事業・母子健康診査事業 
健康づくり推進対策事業 
がん検診等事業 
医療費適正化特別対策事業 
特定健康診査等事業  
 農林水産業費 
中山間地域等直接支払交付金 
新規就農・後継者育成事業 
農地・水・農村環境保全向上活動支援事業 
森林整備地域活動支援事業 
担い手農家結婚支援モデル事業 

 
32,760 
34,401 
6,700 
1,300 
30,713 
3,350 
17,700 
1,953 
8,000 
326 

 
136,908 
17,434 
773,090 
7,392 
55,501 
20,250 
30,040 
81,225 

 
1,456 
699 

82,480 
3,867 

201,403 
58,868 
3,855 
53,415 
21,615 
17,829 

 
54,491 
16,320 
11,849 
12,330 
1,100

 商工費 
シルバー人材センター育成事業 
消費生活相談員設置事業 
商工業振興対策事業 
商工業制度資金等利子補給補助事業 
観光振興対策事業 
各地域イベント補助事業 
 土木費 
都市里道整備事業 
地方道路整備事業 
土地区画整理事業 
がけ地近接等危険住宅移転事業 
地域住宅交付金事業（榎園住宅） 
 消防費 
消防車更新事業 
防火水槽設置事業 
 教育費 
幼稚園就園奨励費補助 
外国青年招致事業 
日置市学習支援アシスタント派遣事業 
子ども支援センター事業 
特別支援員配置事業（小中学校） 
中学校校舎改築事業 
自治会育成交付金 
自治会活性化補助金 
集会等施設建設整備事業 
地区自治公民館活動事業補助金 
 下水道事業 
公共下水道計画見直等業務委託事業 
伊集院終末処理場土木建築物耐震診断業務委託事業 
 水道事業 
水道未普及地域解消事業（伊集院北地区） 
水道台帳整備（日吉、吹上地域） 
長里伊作田配水池改修事業 
中央監視システム整備事業 
 市民病院 
診療所建設事業 

 
13,931 
1,162 
19,400 
12,013 
37,457 
9,911 

 
1,815 
18,164 
73,984 
8,000 

256,142 
 

39,500 
24,600 

 
44,224 
20,298 
1,600 
1,711 
12,435 
373,916 
74,306 
30,140 
2,438 
8,121 

 
10,000 
14,100 

 
134,680 
20,000 
98,000 
41,620 

 
352,986

存 
財 源 

費 

経 

的 

資 

投 費 

費 

経 

経 

的 

他 務 

の 

義 

そ 自 

主 

財 

源 

市 

民 

税 

固 

定 

資 

産 

税 

平成21年度 

骨格予算で編成しました 
は 

　
平
成
二
十
一
年
度
の
当
初
予
算
は
、
来
る
五
月
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
年
間
の

行
政
活
動
を
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
判
断
し
、
新
規
施
策
や

政
策
的
経
費
に
つ
い
て
は
予
算
計
上
を
見
送
る
「
骨
格
予
算
」
と
い
う
形
で
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
新
規
事
業
や
政
策
的
経
費
で
あ
っ
て
も
、
災
害
関
連
や
義
務
教
育
費
な
ど
緊
急
性
が
高
く
、

ま
た
、
生
活
に
密
着
し
た
事
業
や
当
初
か
ら
予
算
計
上
し
な
け
れ
ば
市
民
生
活
に
影
響
が
出
る
と
思

わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
当
初
予
算
に

計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
今
年
度
予
定
し
て
い
ま
す
普
通
建
設
事
業
や
新
た
な
事
業
な
ど
の
「
政
策
的
経
費
」
は
市

長
選
挙
後
、
速
や
か
に
十
分
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
六
月
議
会
に
上
程
し
て
「
骨
格
予
算
」
と
合

わ
せ
て
「
例
年
の
当
初
予
算
」
と
な
る
予
定
で
す
。 

　
現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
や
雇
用
情
勢
の
下
、
国
の
景
気
対
策
に
よ
る
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対

策
交
付
金
」
や
家
計
緊
急
支
援
対
策
の
「
定
額
給
付
金
」、
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
の

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」、
さ
ら
に
地
域
経
済
振
興
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る

日
置
市
商
工
会
共
通
商
品
券
発
行
事
業
な
ど
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
に
か
け
て
繰

越
し
切
れ
目
な
く
連
続
的
に
施
策
を
実
行
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

当初予算の主なもの （単位：千円） 

依 

　このたび、３月議会定例会において、平成21年度
当初予算が可決されましたので、地方自治法第219
条第２項の規定に基づき予算の状況を公表いたし
ます。 

「頑張る地方応援プログラム」の取組み 

　地方独自のプロジェクトを自ら考え、前向きに取り組む市町村に対して、地方交付税
等の支援措置を講じる「頑張る地方応援プログラム」が平成19年度から実施されて
いますが、日置市では、【新規就農等支援プロジェクト】、【地域ブランド確立プロジェ
クト】、【社会教育支援等プロジェクト】を策定し、取り組んでおります。（詳しくは、ホ
ームページに掲載してありますのでご覧下さい。） 



　
平
成
２１
年
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

人
口
（
５
万
１
千
６
百
１４
人
）
で
、
市
民
１
人

当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
は
市
民
１
人
当
た
り

約
８
万
３
千
６
百
円
の
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
全
体
の
４９
・
５
％
を
占
め
る
「
固
定

資
産
税
」
が
ト
ッ
プ
で
約
４
万
１
千
４
百
円
、

以
下
「
市
民
税
」
が
約
３
万
５
千
７
百
円
（
４２

・
７
％
）、「
市
町
村
た
ば
こ
税
」
が
約
４
千
円

（
４
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
ま
す
。
市
民

一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総
額
で
約

３７
万
３
千
百
円
と
な
り
ま
し
た
。
最
も
多
い
の

が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」
で
約
９
万
８

千
２
百
円
、
次
い
で
「
公
債
費
」
が
７
万
５
千

７
百
円
、「
衛
生
費
」
が
約
５
万
９
千
５
百
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
約

２８
万
９
千
４
百
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
不

足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
共
団
体

が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業
（
上
下
水

道
・
電
気
・
ガ
ス
・
病
院
・
観
光
施
設
等
）

を
行
う
場
合
に
、
そ
の
性
質
か
ら
そ
の
公

営
企
業
の
経
営
に
伴
う
受
益
の
程
度
に
応

じ
た
料
金
（
使
用
料
）
で
賄
う
た
め
、
そ

の
収
支
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
一
般
会

計
と
は
切
り
離
し
て
経
理
す
る
も
の
で
、

日
置
市
に
は
病
院
事
業
と
水
道
事
業
の
二

つ
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
収
入
を
持
っ
て
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て

経
理
す
る
も
の
で
、
日
置
市
に
は
１４
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

市
民
１
人
当
た
り 

約
８
万
３
千
円
を
負
担 

市
民
１
人
に 

約
３７
万
３
千
円
を
支
出 

市民１人当たりの 
市税負担額 

総額　83,694円 

市民１人当たりの 
支出額（目的別） 

総額　373,135円 

固定資産税 

市民税 市町村たばこ税 

民生費 公債費 

41,461円 

4,037円 35,704円 

75,700円 98,218円 

衛生費 教育費 

45,674円 59,579円 

総務費 土木費 

18,081円 39,141円 

消防費 農林水産業費 

13,215円 15,073円 

軽自動車税 入湯税 

46円 2,446円 

公営企業会計（収益的収入および支出） 

会計区分 

病院事業 

水道事業 

　　予算額　　 

3億5,695万3千円 

7億5,861万1千円 

前年度比 

△1.5％ 

　1.5％ 

国民健康保険 

老人保健医療 

特別養護老人ホーム事業 

公共下水道事業 

農業集落排水事業 

国民宿舎事業 

国民保養センター及び 
老人休養ホーム事業 

温泉給湯事業 

公衆浴場事業 

飲料水供給施設 

住宅新築資金等貸付事業 

介護保険 

後期高齢者医療 

診療所 

小　　計 

67億7,643万5千円 

955万3千円 

2億9,035万9千円 

5億4,819万5千円 

3,951万6千円 

2億5,757万4千円 

264万7千円 

531万円4千円 

125万4千円 

164万円 

466万6千円 

43億4,775万6千円 

5億9,469万4千円 

3億5,361万4千円 

132億3,321万7千円 

3.3％ 

△98.7％ 

1.2％ 

△23.1％ 

△3.6％ 

△8.0％ 

△69.4％ 

0.1％ 

0.8％ 

224.1％ 

△6.9％ 

1.4％ 

△6.5％ 

919.1％ 

△2.9％ 

会計区分 予算額 前年度比 

特別会計予算 
公
営
企
業
会
計 

特
別
会
計 

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□ 

市の予算 市の予算 市の予算 

 

応
募
資
格 

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。 

 

応
募
規
定 

◇
募
集
は
、
歌
詞
だ
け
で
す
。 

◇
歌
詞
は
、
１
番
か
ら
３
番
ま
で
と

し
、
日
置
市
の
歴
史
、
自
然
、
文

化
等
、
日
置
市
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
も
の
と
し
ま
す
。 

◇
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利

は
、
日
置
市
に
帰
属
す
る
も
の
と

し
、
日
置
市
民
歌
と
し
て
採
用
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
の
あ
っ

た
作
品
に
つ
い
て
は
、
返
却
し
ま

せ
ん
。 

◇
採
用
作
品
に
つ
い
て
は
、
補
作
詞
し

て
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◇
応
募
作
品
は
、
自
作
未
発
表
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、
他
者
の
知
的

所
有
権
、
知
的
財
産
権
を
侵
害
し

な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。 

◇
応
募
用
紙
は
、
市
販
の
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
ま
た
は
、
そ
れ
に

類
す
る
書
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。（
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は
、

テ
キ
ス
ト
形
式
ま
た
は
、
ワ
ー
ド

形
式
と
し
ま
す
。） 

※
　
歌
詞
の
漢
字
に
は
必
ず
フ
リ
ガ

ナ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

◇
応
募
に
際
し
て
は
、
用
紙
の
裏
面

に
、
必
ず
歌
詞
の
タ
イ
ト
ル
、
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

勤
務
先
（
学
校
の
場
合
は
、
学
校

名
と
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。 

◇
応
募
数
は
、
一
人
２
作
品
ま
で
と

し
ま
す
。 

◇
採
用
作
品
が
な
い
場
合
は
、
専
門

家
に
よ
る
作
詞
を
依
頼
し
ま
す
。 

 

入
賞
賞
金 

　
最
優
秀
作
品
１
点
に
表
彰
状
お
よ

び
賞
金
を
優
秀
作
品
２
点
に
表
彰

状
お
よ
び
賞
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

贈
呈
い
た
し
ま
す
。 

 

選
考
方
法 

　
日
置
市
が
委
嘱
す
る
日
置
市
民
歌

制
定
委
員
会
が
選
考
し
決
定
し
ま
す
。 
 

そ
の
他 

　
採
用
作
品
が
、
他
者
の
知
的
所
有

権
、
知
的
財
産
権
を
侵
害
す
る
疑

い
の
あ
る
場
合
は
、
採
用
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

募
集
期
間 

　
平
成
２１
年
５
月
１
日
（
金
）
か
ら 

　
平
成
２１
年
６
月
３０
日
（
火
）
ま
で 

※
　
募
集
期
間
内
必
着
と
し
ま
す
。 

応
募
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
総
務
課
総
務
係 

募集期間は、平成21年5月1日（金）～平成21年6月30日（火） 

　日置市発足５周年を迎えるにあたり、日置市のまちづくりの基本理念である「地理的特性と歴史や自然との調和
を生かしたふれあいあふれる健やかな都市づくり」を基本に、これからも輝かしい発展を願うと同時に市民の郷土
愛の醸成を図るため、日置市民歌の歌詞を募集します。 

◇
市
役
所
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
し
た
◇ 

　
市
で
は
、
行
政
改
革
に
伴
う
職
員
削
減
に
対
応
し
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。 

　
本
庁
と
支
所
の
役
割
を
見
極
め
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
、
迅
速
に
、
効
率
的
に
提
供
で
き
る
組
織
機
構
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
２１
年
４
月
１
日
で
見
直
し
た
課
・
係
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

▼
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を

市
民
生
活
課
に
統
合
し
ま
す
。 

　
　
　
　
市
　
　
民
　
　
係 

　
　
　
　
戸
　
　
籍
　
　
係 

　
　
　
　
年
　
　
金
　
　
係 

　
　
　
　
環
境
政
策
係 

　
　
　
　
環
境
衛
生
係 

　
　
　
　
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
管
理
係 

　
　
　
　
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
係  

　
　
　
　
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
係 

▼
水
道
課
と
下
水
道
課
を
統
合
し
、「
上

下
水
道
課
」
を
設
置
。
ま
た
、
各
支
所

に
分
室
を
設
置
し
ま
す
。 

　
　
　
　
水
道
管
理
係 

　
　
　
　
水
道
工
務
係 

　
　
　
　
下
水
道
管
理
係 

　
　
　
　
下
水
道
工
務
係 

　
　
　
　
終
末
処
理
場 

　
　
　
　
東
市
来
分
室 

　
　
　
　
日
　
吉
　
分
　
室 

　
　
　
　
吹
　
上
　
分
　
室 

▼
総
務
課
の
組
織
管
理
係
と
事
務
改
善
係

を
統
合
し
、「
行
政
改
革
推
進
係
」
を

設
置
し
ま
す
。 

▼
福
祉
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
係
を
廃

止
し
ま
す
。 

  

▼
東
市
来
支
所
の
水
道
課
と
日
吉
支
所
、

吹
上
支
所
の
土
木
建
設
課
水
道
管
理
係

を
廃
止
し
ま
す
。 

▼
上
下
水
道
課
東
市
来
分
室
に
水
道
管
理

係
と
水
道
工
務
係
、
日
吉
分
室
お
よ
び

吹
上
分
室
に
水
道
管
理
係
を
配
置
し
ま
す
。 

　上
下
水
道
課
東
市
来
分
室
　
水
道
管
理
係 

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
工
務
係 

　上
下
水
道
課
日
吉
分
室
　
水
道
管
理
係 

　上
下
水
道
課
吹
上
分
室
　
水
道
管
理
係 

▼
東
市
来
支
所
と
吹
上
支
所
の
地
域
振
興

課
商
工
観
光
係
を
自
治
振
興
係
に
統
合

し
ま
す
。 

▼
３
支
所
の
地
域
振
興
課
固
定
資
産
税
係

を
市
民
税
係
に
統
合
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
総
　
　
務
　
　
係 

　
　
　
　
　
財
政
管
財
係 

　
　
　
　
　
自
治
振
興
係 

　
　
　
　
　
市
　
民
　
税
　
係 

 

地域振興課 

上下水道課 市民生活課 

本 

庁 

支 

所 



選挙特報 選挙特報 “生かそう一票　あなたの日置” 日置市選挙管理委員会からのお知らせ 

の投票日です 

1　一部の投票所が変更になります。 
　日置市選挙管理委員会では、投票区の見直しを行いました。47カ所あった投票区が39投票区
に統廃合され、一部の投票所が下表のとおり変更となります。入場券に記載された投票所をご
確認のうえ、お間違えのないようお願いします。 

2　公営ポスター掲示場の設置数を変更します。 
　候補者が選挙運動のために掲示するポスターの掲示場の設置数を投票区の統廃合に伴い、法
令に準じた設置数となるよう279カ所から24カ所削減し255カ所とします。 

※　旧天昌寺自治会の方の投票所は、永吉保育所へ変更となります。 

　長年慣れ親しんだ投票所が変更となることで、ご不便をおかけするところもありますが、ご
理解とご協力をお願いいたします。 

【問い合わせ先】　日置市選挙管理委員会　TEL 273－ 2111（内線1268） 

変更前投票所 変更後投票所 該　当　区　域 

帆 の 港 公 民 館  

日 置 小学校体育館  

八 幡 公 民 館  

 

日 新 公 民 館  

山 田 公 民 館  

二 潟 公 民 館  

諏 訪 公 民 館  
（堀込、諏訪、鵜狩） 

住 吉 小学校体育館  

笠 ヶ 野 公 民 館  

吉 利 小学校体育館  

南 区 公 民 館  

東 本 町自治公民館  

吹上中央公民館体育館 

永 吉 地 区 体 育 館  

永吉小学校屋内運動場 

 
日 置 小学校体育館  

 

八 幡 公 民 館  

 

日 新 小学校体育館  

 

 

住 吉 小 学校体育館  

 

 
吉 利 小 学校体育館  

 

吹上中央公民館体育館 

 

永 吉 地 区 体 育 館  

諏訪公民館（古里東、古里、 
中牟礼、中牟礼西、上の馬場） 

帆北、帆西、帆南、帆東、中原、寺下、
榎園、出来場、西、枦木、植木、日置麓、
新橋、榎園団地、日置団地、青松園 

柿の谷、狩谷、旭東、旭西、松ヶ尾、久
保園、宮下、八幡、古里東、古里、中牟礼、
中牟礼西、上の馬場 

下原、古の山、今別府、浜の丸、日新、
並松、北原、城の下、ウッドタウン日吉、
山田上、山田、山田下、 二潟 

堀入、諏訪、鵜狩、毘沙門、遠矢ヶ原、
草東、草西、川口、住吉、草見、笠ヶ野 

天司、吉野、西山、原口、白井月、鬼丸、
吉利麓、新町、向江、尾の上、志賀、内門、
熊須、片町、池上、道上、小園、前屋敷、
冷水、松山 
東本町、坂元、多宝寺、ふもと、小牧、
窪田、西本町、緑ヶ丘、宮坂、上中之里、
下中之里、南宮内、東宮内、西宮内、中津、
吹上高等技術専門学校 

川中、新川原、永吉中央、七呂、印口、
鍋谷、松下、佑心会 



終日 

終日 

4月から伊集院森林公園の使用料が変わりました 4月から伊集院森林公園の使用料が変わりました 4月から伊集院森林公園の使用料が変わりました 
日置市伊集院森林公園（旧伊集院町町民の森）の使用料が、４月から次のように改正されましたのでお知らせいたします。 

ご不明な点は、本庁農林水産課林務水産係までお問い合わせください。　連絡先　電話273－2111（内線1156） 

■使用時間及び休園日 

■施設使用料 

１　１月４日から６月30日までおよび11月１日から12月28日までの間の月曜日および水曜日（これら
の日が休日（国民の祝日に関する法律昭和23年法律第178号）第３条に規定する休日をいう。）
に当たる場合は、その日後においてその日に最も近い日曜日、土曜日または休日でない日） 

２　12月29日から翌年の１月３日まで 

１　11月１日から翌年の３月31日まで（ただし、炊事施設及び林間ステージは、公園施設の休園日
以外の日は、使用することができる。） 

区　　　分 使用時間 休　　　園　　　日 
公
園
施
設 

キ
ャ
ン
プ
施
設 

総 合 案 内 施 設  
炭 焼 施 設  
ミステリーハウス 
キ ャ ン プ 場  
炊 事 施 設  
林 間 ス テ ー ジ  
シ ャ ワ ー 施 設  

午前8時30分から 
　　　　午後5時まで 
 

施設の名称及び使用区分 

使用時間 使　　用　　料 （単位：円） 

総合案内施設  
多 目 的 室  
 
研 修 室  

児 童 生 徒  
そ の 他 の 者  
児 童 生 徒  
そ の 他 の 者  
 
児 童 生 徒  
そ の 他 の 者  

１張り（５人用）につき キ ャ ン プ 場  

林 間ステージ 

炭焼施設（原木その他使用者の持込み） 

午前8時30分から 
午後1時まで 

午後1時から 
午後5時まで 1泊 

１人当たり　100 
１人当たり　150 
１人当たり　100 
１人当たり　150 

 
520 
1,050 

１回につき 520

520 520 
 
 

1回につき5,250

１　小学生未満の未就学児の使用料は、無料とする。 
２　児童生徒とは、小学生、中学生、もしくは高校生またはこれらに準ずるものをいう。 
３　１泊とは、総合案内施設にあっては午後５時から翌日の午前８時30分までをいい、キャンプ場にあっては、午前10時から翌日の午前10時までをいう。 

備考 

イヌマキを害虫から守りましょう 
■暖かくなってきて活動するイヌマキの害虫に注意してください。 

■ケブカトラカミキリ 

　イヌマキはヒトツバとも呼ばれ、庭園や生垣、果樹の防風林などとして広く植栽されていますが、最近、日置市内において
もイヌマキが衰弱したり、枯れたりする被害が見受けられるようになりました。これらはケブカトラカミキリとキオビエダシ
ャクによる被害です。駆除の方法については次のとおりです。なお、駆除の際は、薬剤が体に付着しないよう十分に注意して
ください。 

　駆除方法は、幼虫は樹皮の下にいるため薬剤の効果はあ
りませんので、成虫が樹皮から出てくる４月上旬から３週
間置きに「スミパイン乳剤の180倍希釈液（水180ccあた
り薬剤１cc）」を２～３回程度散布することが必要です。 
　また、枯死木については、早めに処分することが重要です。 

■キオビエダシャク 

　駆除方法は、幼虫に「トレボン乳剤の4000倍希釈液（水
４リットルあたり薬剤１cc）」を散布します。３月から11
月にかけて年間４回も発生し飛び回ります。防除の方法は
イヌマキを定期的に観察し、幼虫を早期発見・防除を実施
することが大事です。 

詳しくは……日置市役所本庁および各支所農林水産課林務水産係 
　　　　　　または、かごしま森林組合ひおき支所　　電話274－2703　までお問い合わせください。 

成
虫
（
体
調
約
１
㌢
） 

▼
 

被
害
に
あ
っ
た
木
の
幹 

▼
 

幼
虫 

▼
 

成
虫 

▼
 

　
富
士
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
（
亘
元
明
代

表
取
締
役
）
が
亀
原
工
業
団
地
（
吹

上
）
に
工
場
を
新
設
す
る
立
地
協
定

を
締
結
し
三
月
二
十
五
日
、
市
役
所

で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
社
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
設
立

さ
れ
た
富
士
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱

の
開
発
・
販
売
部
門
と
し
て
平
成
十

一
年
に
鹿
児
島
市
に
設
立
。
現
在
で

は
、
真
空
管
太
陽
熱
ソ
ー
ラ
ー
、
燃

料
化
装
置
、
真
空
乾
燥
装
置
を
主
要

製
品
と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
工
場
新
設
は
、
さ
ら
な
る

需
要
が
見
込
ま
れ
る
真
空
管
の
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
各
種
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
製
品
な
ど
の
製
造
お
よ
び
組
み

立
て
を
行
う
た
め
の
工
場
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
製
品
開
発
や

デ
ー
タ
を
採
取
し
研
究
す
る
た
め
の

施
設
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
回
の
新
設
に
よ
り
、
将
来
の
地

域
に
お
け
る
就
業
の
場
の
創
設
、
活

性
化
は
も
と
よ
り
地
域
経
済
の
浮
揚

発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。 

亀
原
工
業
団
地
に
工
場
新
設 

富
士
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
立
地
協
定
調
印
式 

　
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
派
遣
さ
れ
る
井
神
哲
次
さ
ん
（
伊

集
院
）
が
出
発
前
の
三
月
十
七
日
、

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
井
神
さ
ん
は
、
以
前
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
サ
ル
タ
で
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
二
年
間
、
日
本
語
教
育
に

携
わ
っ
て
き
た
経
験
が
あ
り
、
派
遣

は
二
回
目
。
今
回
の
派
遣
先
は
、
南

米
の
パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
ア
ス
ン
シ

オ
ン
で
す
。 

　
日
本
か
ら
飛
行
機
で
乗
り
継
ぎ
を

含
め
三
十
時
間
か
か
る
こ
の
国
は
、

日
系
人
も
多
く
南
米
で
も
有
数
の
親

日
国
。
配
属
先
の
学
校
で
は
、
日
本

語
を
教
え
る
人
た
ち
へ
の
語
学
教
育

の
指
導
を
主
に
行
い
ま
す
。 

　「
人
か
ら
聞
く
こ
と
と
、
直
接
見
る
、

聞
く
と
い
う
こ
と
の
違
い
は
大
き
い

で
す
。
自
分
で
そ
の
国
の
人
と
交
流

で
き
る
の
は
貴
重
な
体
験
で
す
」
と

抱
負
を
話
し
ま
し
た
。 

異
国
で
交
流
　
社
会
に
貢
献 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

わ
た
り
も
と
あ
き 

　
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
式
が
三
月
十

八
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
式
に
は
、
平
成
二
十
一
年
入
隊
者

十
四
人
と
そ
の
保
護
者
を
は
じ
め
、

市
や
自
衛
隊
関
係
者
が
出
席
。 

　
宮
路
市
長
は
「
入
校
、
入
隊
先
で

つ
ら
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
家
族
の
こ
と
、
故
郷
で

あ
る
日
置
市
の
こ
と
を
思
い
出
し
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
そ
れ

に
応
え
て
、
入
隊
者
代
表
の
堀
之
内

柔
佳
さ
ん
（
吹
上
）
が
「
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
校
、
入

隊
先
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 

希
望
に
満
ち
て
１４
人
が
入
隊 

平
成
２０
年
度
市
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
式 

　
第
一
回
日
置
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
が
三
月
二
十
五
日
、
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
新
た
に
日
置
市
の

障
害
者
施
策
に
関
し
て
協
議
す
る
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
議
会
で
は
、
障
害
に
関
す

る
各
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
困
難
事

例
へ
の
対
応
や
地
域
で
の
社
会
資
源

の
開
発
・
改
善
を
行
い
、
障
害
の
あ

る
方
が
地
域
で
生
き
生
き
と
活
躍
し
、

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

あ
ら
ゆ
る
障
害
者
施
策
に
つ
い
て
協
議 

「
日
置
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
を
設
置 

210 
520



　
彼
岸
相
撲
大
会
が
三
月
二
十
日
春

分
の
日
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ

ン
タ
ー
相
撲
場
で
行
わ
れ
、
小
学
生

百
五
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
湯
之
元
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
大
正
二
年
か
ら
続
く
伝
統
行
事

で
、
団
体
戦
、
個
人
戦
、
勝
ち
抜
き

戦
な
ど
、
児
童
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
観
客
の
応
援
に
も
熱
が

入
り
ま
し
た
。 

　
団
体
・
個
人
戦
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　（
敬
称
略
） 

（
　
）
内
は
学
校
名 

 

団
体
　
優
　
勝 

　
　
　
　
　
　
鶴
丸
小 

 

個
人
　
優
　
勝 

　
四
年
男
子
　
藤
田
　
航
史（
鶴
　
丸
） 

　
四
年
女
子
　
宮
永
　
萌
香（
鶴
　
丸
） 

　
五
年
男
子
　
平
原
　
雄
大（
鶴
　
丸
） 

　
五
年
女
子
　
西
薗
有
理
菜（
湯
　
田
） 

　
六
年
男
子
　
永
井
　
莉
久（
湯
　
田
） 

　
六
年
女
子
　
奥
薗
　
聖
奈（
鶴
　
丸
） 

 

三
人
勝
ち
抜
き 

　
一
年
男
子
　
南
新
　
俊
平（
伊
作
田
） 

　
　
　
　
　
　
林
　
　
明
冬（
美
　
山
） 

　
一
年
女
子
　
永
山
　
麗
奈（
伊
作
田
） 

　
　
　
　
　
　
大
石
く
る
み（
湯
　
田
） 

　
二
年
男
子
　
宮
尾
　
委
煕（
伊
作
田
） 

　
　
　
　
　
　
松
尾
　
芳
孝（
鶴
　
丸
） 

　
二
年
女
子
　
谷
口
　
鈴
音（
伊
作
田
） 

　
　
　
　
　
　
今
田
　
七
海（
湯
　
田
） 

　
三
年
男
子
　
宮
永
　
梢
汰（
鶴
　
丸
） 

　
　
　
　
　
　
湯
田
　
平
秀（
美
　
山
） 

　
三
年
女
子
　
久
木
崎
果
南（
鶴
　
丸
） 

　
　
　
　
　
　
今
田
　
朱
音（
鶴
　
丸
） 

威
勢
よ
く
「
は
っ
け
よ
い
」 

彼
岸
相
撲
大
会 

　
吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

三
月
二
十
五
日
、
市
吹
上
地
域
運
動

普
及
推
進
員
協
議
会
の
主
催
に
よ
り

吹
上
温
泉
イ
ベ
ン
ト
広
場
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
特
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ

や
吹
上
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
に
よ

る
非
常
食
の
配
布
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
市
内
外
か
ら
百
二
十
人
余
り
が
参

加
。
海
を
眺
め
て
歩
く
湯
之
浦
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
（
六
・
三
㌔
）、
歴

史
探
索
城
山
史
跡
コ
ー
ス
（
六
・
六

㌔
）、
吹
上
温
泉
ぶ
ら
り
散
策
コ
ー

ス
の
三
コ
ー
ス
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

春
の
陽
気
を
体
に
受
け
て
、
う
っ
す

ら
汗
を
か
き
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
参
加
者
に
は
遠
方
者
賞
・
最
高
齢

者
賞
な
ど
や
、
抽
選
に
よ
り
宿
泊
券

や
特
産
品
の
当
た
る
特
典
も
。 

　
ま
た
、
吹
上
温
泉
旅
館
組
合
か
ら

入
浴
半
額
券
も
提
供
さ
れ
、
参
加
者

は
春
の
吹
上
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

春
風
を
肌
に
感
じ
て 

第
３
回
吹
上
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

　
扇
尾
地
区
の
健
康
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
三
月
二
十
二
日
、
扇
尾
小
学

校
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
午
前
中
の
雨
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
悪
い
中
行
わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
で
し
た
が
、
水
た
ま
り
な
ど

の
障
害
物
を
相
手
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
だ
し

た
参
加
者
も
い
て
、
拍
手
と
歓
声
が

飛
び
交
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
地
域

の
交
流
を
図
り
、
さ
ら
に
親
ぼ
く
が

深
ま
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

 

　
優
　
勝
　
岩
井
田
集
落 

　
準
優
勝
　
樗
木
集
落 

　
三
　
位
　
諸
正
集
落 

地
域
で
健
康
づ
く
り 

ス
ポ
ー
ツ
親
ぼ
く
会
「
扇
尾
地
区
公
民
館
」 

　
広
島
三
菱
重
工
硬
式
野
球
部
春
季

キ
ャ
ン
プ
歓
迎
式
が
三
月
十
一
日
、

東
市
来
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
広
島
三
菱
重
工
が
東
市
来
地
域
湯

之
元
球
場
で
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
す
る
の

は
七
回
目
。 

　
東
市
来
支
所
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
花
束
と
地
元
産
の
牛
肉
十

㌔
、
イ
チ
ゴ
五
ケ
ー
ス
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
監
督
は
、「
都
市
対
抗
大
会
優
勝

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。 

優
勝
目
指
し
て 広

島
三
菱
重
工
硬
式
野
球
部
春
季
キ
ャ
ン
プ 

　
都
市
農
村
交
流
施
設
チ
ェ
ス
ト
館

で
三
月
一
日
、
防
火
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
昨
年
、
チ
ェ
ス
ト
館
で
は
防
火
水

槽
を
設
置
。
ま
た
、
三
月
一
日
か
ら

七
日
ま
で
の
「
春
の
火
災
予
防
運
動

週
間
」
に
あ
た
り
多
く
の
住
民
が
利

用
す
る
同
館
で
防
火
訓
練
を
実
施
し
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
よ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
。 

　
訓
練
で
は
、
地
元
消
防
団
員
が
見

守
る
中
、
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
、
防
火
へ
の
意
識
と
火
災
発

生
時
の
連
携
に
つ
い
て
確
認
し
合
い

ま
し
た
。 

防
火
へ
の
意
識
を
確
認 

平
成
２１
年
春
季
火
災
予
防
運
動 

　
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
開
会
式
が
三
月
一
日
、
伊
集

院
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
を
通
し
て
団
員
相
互
の
親
ぼ
く
と

体
力
の
向
上
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
二
百
三
十
九
チ
ー
ム
、
三
千
七
百

人
を
超
え
る
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
日
置
地
区
か
ら
、

妙
円
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
川
添
雅
寛
君
が
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
、
日
置
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
柿
元
将
志
君
が
日
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
網
領
唱
和
を
、

い
ち
き
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
重
信
朋
希
君
が
選
手
宣
誓
を

そ
れ
ぞ
れ
元
気
よ
く
行
い
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
日
置
地
区
か
ら
十
五

チ
ー
ム
が
参
加
。
伊
集
院
総
合
運
動

公
園
な
ど
八
つ
の
会
場
で
一
日
、
八

日
、
十
五
日
の
三
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
ど
の
チ
ー
ム
も
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
、
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

頂
点
目
指
し
堂
々
の
入
場
行
進 

第
３５
回 
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

▲熱戦が展開されました 

▲川添雅寛君の歓迎のあいさつ ▲柿元将志君の 
　日本スポーツ少年団団員網領唱和 



　
神
殿
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
宝
船
を

手
渡
し
し
な
が
ら
境
内
を
一
周
さ
せ
、

五
穀
豊
穣
を
祈
る
と
い
う
舟
こ
ぎ
祭

り
が
三
月
二
十
日
、
船
木
神
社
（
吹

上
町
上
田
尻
）
で
地
域
の
人
た
ち
が

見
守
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
神
主
の
太
鼓
を
合
図
に
拝
殿
前
に

円
状
に
並
ん
だ
三
十
余
人
の
氏
子
ら

が
大
小
数
十
隻
の
模
型
の
船
を
手
渡

し
で
「
エ
ン
ヤ
オ
ー
、
エ
ン
ヤ
オ
ー
」

と
櫓
拍
子
を
と
り
、
船
を
揺
り
回
し

な
が
ら
次
々
と
手
渡
し
、
境
内
の
海

を
航
海
し
た
船
は
再
び
拝
殿
に
納
め

ら
れ
ま
し
た
。 

　
船
木
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
同
神
社

の
周
辺
は
水
田
に
囲
ま
れ
、
早
期
水

稲
の
準
備
も
整
い
、
今
年
も
豊
作
に

な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

願
い
を
込
め
た
模
型
舟 

舟
こ
ぎ
祭
り 

　
吹
上
町
小
野
の
田
の
神
像
前
で
三

月
二
十
日
、
お
供
え
餅
を
口
で
引
っ

張
り
合
う
五
穀
豊
穣
の
祭
り
「
も
ち

ひ
っ
ぱ
れ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
奥
神
社
の
春
の
大
祭
で
供
え
ら
れ

た
餅
を
振
る
舞
う
た
め
に
初
め
ら
れ

た
「
も
ち
ひ
っ
ぱ
れ
」。 

　
以
前
は
、
同
自
治
会
以
外
で
も
行

わ
れ
て
い
た
祭
り
も
現
在
行
わ
れ
て

い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
す
。 

　「
毎
年
対
戦
し
て
い
る
」
と
い
う

花
田
小
学
校
に
通
う
脇
恵
美
さ
ん
、

芳
和
君
姉
弟
。
餅
を
引
い
た
り
押
し

た
り
の
駆
け
引
き
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
見
物
に
来
て
い
た

観
客
も
挑
戦
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。 

　
当
日
は
、
三
月
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
の
暖
か
さ
で
、
額
に
は
う
っ
す
ら

と
汗
ば
む
ほ
ど
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

て
一
年
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。 

豊
作
を
も
ち
に
託
し
て 

も
ち
ひ
っ
ぱ
れ 

　
吹
上
の
大
汝
牟
遅
神
社
境
内
で
三

月
八
日
、「
た
じ
ま
ど
ん
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。 

　「
た
じ
ま
ど
ん
」
は
、
春
の
訪
れ

を
告
げ
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈

る
伝
統
行
事
。
農
民
と
牛
が
田
す
き

か
ら
モ
ミ
を
蒔
く
ま
で
の
田
園
劇
を
、

掃
き
清
め
ら
れ
た
境
内
で
披
露
し
、

今
年
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
牛
に
扮
し
た
方
が
木
製
の
面
を
か

ぶ
っ
て
登
場
、
中
央
の
盛
土
の
周
り

を
三
回
鋤
い
た
後
、
土
を
見
物
人
の

い
る
方
向
へ
ま
き
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
無
病
息
災
の
い
わ
れ

が
あ
る
「
ト
ッ
ノ
コ
」（
小
さ
な
お

に
ぎ
り
）
も
振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ
た

見
物
客
は
、
こ
ぞ
っ
て
口
に
し
て
い

ま
し
た
。 

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て 

た
じ
ま
ど
ん（
祈
年
祭
） 

　
お
田
植
え
祭
が
三
月
三
日
、
稲
荷

神
社
（
東
市
来
）
で
行
わ
れ
、
多
く

の
来
訪
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る

た
め
の
恒
例
行
事
。 

　
神
事
や
稲
作
の
様
子
を
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
再
現
す
る
田
園
即
興
劇

の
後
に
は
、
ふ
る
さ
と
学
園
生
の
太

鼓
演
奏
も
花
を
添
え
ま
し
た
。 

ユ
ー
モ
ア
交
え
、 

     

祈
る
五
穀
豊
穣 

稲
荷
神
社
お
田
植
え
祭 

　
永
吉
地
区
公
民
館
産
業
部
（
切
口

四
男
部
長
）
が
主
催
す
る
桜
島
大
根

の
品
評
会
が
二
月
十
二
日
、
同
地
区

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
何
か
一
体
的
な
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
検
討
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
行
わ
れ
た
も
の
。 

　
昨
年
八
月
の
園
芸
教
室
開
催
時
に

栽
培
講
習
会
を
行
い
、
部
会
員
へ
種

子
を
配
布
、
十
月
に
は
桜
島
町
へ
の

視
察
を
行
う
な
ど
、
約
五
カ
月
間
に

わ
た
り
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、

十
七
本
の
出
品
が
あ
り
、
見
事
一
位 

に
輝
い
た
の
は
中
村
久
可
さ
ん
（
原

園
自
治
会
）。
な
ん
と
十
八
・
五
　

の
重
さ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
切
口
さ
ん
は
、「
来
年
は
、
ギ
ネ

ス
記
録
（
三
十
一
・
一
　
）
へ
の
挑

戦
と
味
見
会
を
あ
わ
せ
て
開
催
し
た

い
」
と
意
欲
を
話
し
ま
し
た
。 

　
鹿
児
島
市
の
三
越
鹿
児
島
店
で
三

月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
六
日
間
、

「
美
山
窯
元
祭
り
in
鹿
児
島
三
越
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
三
越
鹿
児
島
店
が
提
案

し
た
二
十
五
年
御
愛
顧
特
別
企
画
に
、

美
山
窯
元
祭
り
実
行
委
員
会
が
応
え
、

市
と
共
同
で
実
現
し
た
も
の
。 

　
窯
元
、
工
房
と
物
産
店
が
特
別
価

格
で
販
売
し
、
同
会
場
に
は
手
ひ
ね

り
・
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
と
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。 

　
十
四
、
十
五
日
に
は
手
ひ
ね
り
、

ロ
ク
ロ
や
絵
付
け
体
験
が
で
き
る
薩

摩
焼
体
験
広
場
や
休
憩
用
の
三
越
茶

屋
も
開
設
さ
れ
、
窯
元
祭
り
を
再
現
。 

　
手
ひ
ね
り
体
験
を
し
た
鹿
児
島
市

の
森
山
さ
や
か
さ
ん
は
「
上
手
に
で

き
て
良
か
っ
た
。
大
人
に
な
っ
て
も

使
え
る
よ
う
に
大
切
に
使
い
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。 

「
お
琴
」
さ
ん 

　
小
松
家
の
墓
参
り 

大
き
な
大
根
が
出
来
ま
し
た 

女
優
　
原
田
夏
希
さ
ん 

窯
元
祭
り
を
三
越
に
再
現 

美
山
窯
元
祭
り
in
鹿
児
島
三
越 

　
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
で
小
松
帯

刀
の
側
室
「
お
琴
」
を
演
じ
た
女
優

の
原
田
夏
希
さ
ん
が
三
月
十
日
、
園

林
寺
跡
（
日
吉
）
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
原
時
重

さ
ん
の
説
明
を
受
け
た
後
、「
お
琴
」

や
「
小
松
帯
刀
」、「
お
近
」
の
墓
前

で
、
じ
っ
と
目
を
つ
ぶ
っ
て
手
を
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
原
田
さ
ん
は
、「
実
際
に
、
墓
前

で
手
を
合
わ
せ
て
み
る
と
実
在
し
た

人
物
を
演
じ
た
ん
だ
な
と
思
っ
た
」、

ま
た
、「
小
松
帯
刀
の
育
っ
た
鹿
児

島
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ
　
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｒ
　
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
が
三
月
七
日
か
ら

九
日
間
、
旧
野
首
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
暗
幕
に
包
ま
れ
た
会
場
に
は
、
絵

画
や
写
真
、
書
道
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、

県
内
外
で
活
躍
す
る
芸
術
家
三
十
人

の
作
品
を
展
示
。
体
育
館
そ
の
も
の

が
作
品
と
化
し
た
空
間
に
、
個
性
あ

る
芸
術
群
が
間
接
照
明
で
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。「
手
作
り
全
て
が
芸
術
」

と
、
野
首
地
区
の
農
産
物
も
芸
術
品

と
し
て
並
び
ま
し
た
。 

　
こ
の
企
画
は
「
ア
ー
ト
の
力
で
吹

上
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
」
と
、
同

校
跡
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
る
博
多
和

宏
さ
ん
ら
が
野
首
地
区
公
民
館
と
主

催
し
た
も
の
。
え
び
す
通
り
会
や
吹

上
温
泉
組
合
も
趣
旨
に
賛
同
、
各
所

で
の
作
品
展
示
や
無
料
入
浴
券
配
布

な
ど
で
協
力
し
ま
し
た
。 

　
点
か
ら
線
へ
、
野
首
地
区
発
の
芸

術
に
よ
る
地
域
振
興
が
い
よ
い
よ
始

動
し
ま
し
た
。 

県
内
若
手
芸
術
家
に
よ
る
芸
術
祭 

「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ
　
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
　
Ｍ
Ａ
Ｐ
」 

フ
　
キ
　
ア
　
ゲ
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ン
　
ダ
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お
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り
ん
　じ 

か
み
　た
　じ
り 

ろ
び
ょ
う
し 

お
お
な
む
ち 

す 

永吉地区公民館産業部 



　
伊
集
院
町
大
田
の
宮
内
紀
二
三
さ

ん
が
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者

褒
賞
を
受
賞
し
三
月
十
六
日
、
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
宮
内
さ
ん
は
、
百
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
伊
集
院
太
鼓
の
制
作
者
と
し

て
、
年
間
五
十
個
以
上
を
制
作
。
県

内
の
太
鼓
制
作
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
五
年
に
は
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
鹿
児
島
県
の
伝
統

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
日
置
小
学
校
器
楽
部
に
よ
る
お
別

れ
コ
ン
サ
ー
ト
が
三
月
十
三
日
、
同

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
四
年
生
か

ら
六
年
生
の
二
十
四
人
が
一
年
間
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」

や
「
羞
恥
心
」
な
ど
楽
し
い
曲
が
演

奏
さ
れ
る
と
、
客
席
か
ら
は
手
拍
子

が
起
こ
り
、
会
場
が
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
在
校
生
か
ら
六
年
生
に
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
花
束
の
贈

呈
も
あ
り
、
六
年
生
は
、「
よ
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
激
し
て

い
ま
し
た
。 

伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
褒
賞
受
賞 

宮
内
紀
二
三
さ
ん（
伊
集
院
） 

　
東
市
来
中
学
校
の
全
校
生
徒
三
百

十
五
人
に
よ
る
社
会
奉
仕
活
動
が
、

二
月
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、
地
域
を
愛
す
る
心

を
育
て
、
勤
労
の
喜
び
や
大
切
さ
を

知
る
機
会
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
、

東
市
来
駅
、
湯
之
元
駅
、
通
学
路
、

校
舎
周
辺
を
す
み
ず
み
ま
で
清
掃
し

ま
し
た
。 

　
駅
員
さ
ん
は
「
生
徒
の
皆
さ
ん
に

一
生
懸
命
清
掃
し
て
い
た
だ
い
て
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
」
と
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。 

地
域
に
恩
返
し 

東
市
来
中
社
会
奉
仕
活
動 

　
日
置
小
学
校
の
校
旗
が
新
調
さ
れ
、

贈
呈
式
が
三
月
十
六
日
、
同
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
住
民
、
地
元
企
業
、
卒
業
生
、

保
護
者
、
先
生
、
ほ
か
多
く
の
方
々

か
ら
、
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
寄

付
が
実
行
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
、
立

派
な
校
旗
と
校
章
旗
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
優
勝
旗
、
テ
ン
ト
を

寄
贈
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
贈
呈
式
で
は
、
六
年
生
の
奥
将
臣

君
が
在
校
生
を
代
表
し
て
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

お
別
れ
コ
ン
サ
ー
ト 

日
置
小
学
校
器
楽
部 

日
置
小
学
校
の
校
旗
の
新
調 日

置
小
学
校
校
旗
贈
呈
式 

日
置
市
文
化
財
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た 

　
日
置
市
教
育
委
員
会
と
国
立
大
学

法
人
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
は
、
三

月
十
六
日
、
連
携
・
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
　 

　
こ
の
協
定
は
、
本
市
に
お
け
る
学

生
の
学
習
指
導
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
教

員
研
修
な
ど
に
つ
い
て
、
相
互
の
連

携
・
協
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実

さ
せ
、
基
盤
を
強
化
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。 

　
平
成
十
九
年
一
月
か
ら
本
市
の
複

式
学
級
を
持
つ
小
学
校
に
お
い
て
、

教
育
学
部
の
学
生
が
延
べ
九
十
一
人

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
き
ま
し
た
。

児
童
一
人
一
人
を
回
り
な
が
ら
理
解

し
に
く
い
と
こ
ろ
を
て
い
ね
い
に
指

導
し
、
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。 

　
教
師
は
、
片
方
の
学
年
を
学
生
に

任
せ
ら
れ
、
安
心
し
て
指
導
に
専
念

で
き
ま
す
。
学
生
は
、
複
式
学
級
の

こ
と
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
な
ど
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
事

業
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
締
結
に
よ
り
、
こ
の
事
業

の
充
実
は
も
と
よ
り
、
大
規
模
校
へ

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
派
遣
や
部
活
動

の
指
導
、
特
別
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
へ
の
学
生
の
か
か
わ
り
な
ど
幅

を
広
げ
た
連
携
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
学
の
先
生
方
と
連
携
し

た
指
導
内
容
・
方
法
の
研
究
な
ど
も

考
え
ら
れ
、
よ
り
質
の
高
い
研
修
も

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

よ
り
充
実
し
た
研
修
や 

　
　
　
　
学
習
指
導
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
推
進 

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
と
協
定 

　
南
薩
合
同
さ
つ
ま
狂
句
大
会
が
二

月
二
十
二
日
、
妙
円
寺
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
（
伊
集
院
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
旧
伊
集
院
町
と
旧
知
覧
町
の
狂
句

会
の
交
流
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
十
四
回
目
と

な
り
ま
す
。 

　
大
会
に
は
、
知
覧
、
鹿
児
島
、
日

置
地
区
の
八
狂
句
会
か
ら
四
十
三
人

が
参
加
。「
里
」（
さ
と
）・「
長
げ
」（
な

げ
）・「
会
」（
か
い
）
の
三
つ
の
兼

題
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
句
ず
つ
投
句
。

六
人
の
選
者
に
よ
る
厳
正
な
選
句
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
参
加
者
は
、「
こ
れ
か
ら
も
、

『
さ
つ
ま
狂
句
』
で
大
い
に
笑
い
、

世
の
中
を
明
る
く
楽
し
い
も
の
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

さ
つ
ま
狂
句
で
地
域
交
流 南

薩
合
同
さ
つ
ま
狂
句
大
会 

　
吹
上
中
央
公
民
館
で
三
月
一
日
、

伊
作
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
に
よ
る

第
八
回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
平
日
の
夕
方
を
中
心
に
練
習
を
行

い
、
時
に
は
休
日
も
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。 

　
同
部
は
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行

事
だ
け
で
な
く
、
県
大
会
や
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
演
奏
を
披
露
し

て
い
ま
す
。 

　
演
奏
会
は
四
部
構
成
で
行
わ
れ
、

吹
上
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

や
六
年
生
へ
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち

を
込
め
た
演
奏
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、「
こ
の
星
に
生
ま
れ
て
」

を
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。 

　
十
四
人
と
少
な
い
部
員
で
す
が
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
取
り
組

み
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。 

　
会
場
か
ら
は
、
演
奏
が
終
わ
る
た

び
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

少
数
部
員
で
頑
張
り
ま
し
た 

伊
作
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部 

の
り
ふ
　
み 

　
私
た
ち
の
住
む
日
置
市
は
、
長

い
歴
史
の
中
で
多
く
の
先
人
た
ち

が
努
力
し
て
築
き
上
げ
た
も
の
で

す
。 

　
そ
う
し
た
先
人
た
ち
が
残
し
た

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
語
っ
て
く

れ
る
も
の
が
文
化
財
で
す
。 

　
日
置
市
に
は
、
多
く
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
置
市
全
域

の
文
化
財
を
紹
介
し
た
文
化
財
マ

ッ
プ
が
で
き
ま
し

た
。 

　
各
地
域
の
中
央

公
民
館
や
地
区
公

民
館
な
ど
で
配
布

し
て
い
ま
す
。 

　
日
置
市
の
歴
史

と
文
化
の
一
端
に

触
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 



３   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

３ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

　地区公民館単位で地区の健康課題を認識し、
皆が元気で過ごせるよう健康づくりの活動を
話し合い、すすめていきます。 

平成13年度から地区公民館に保健福祉部を設立 
部長さんを中心に運営委員で年間の活動計画を立てます 

　消防車（火事）や救急車（病気・ケガなど）が必要な場合に、FAX（ファクシミリ）による消防署への緊急通報
を希望される方は、消防本部まで御連絡ください。 

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

坂
井
　
勇
仁
　
　
剛
　
　
　
中
福
良 

堀
内
　
悠
陽
　
　
洋
平
　
　
猪
鹿
倉
　 

久
保
　
天
真
　
　
利
和
　
　
郡
下 

上
四
元
陽
愛
　
　
良
基
　
　
瀬
戸
内 

堀
　
　
弘
憲
　
　
智
憲
　
　
麓
東 

柳
田
　
瑠
美
　
　
龍
二
　
　
妙
円
寺
九
区 

今
　
　
理
琥
　
　
健
二
　
　
清
藤 

林
　
　
桃
音
　
　
拓
郎
　
　
荒
瀬 

松
永
　
慶
成
　
　
成
弘
　
　
宮
脇 

奥
田
　
聖
生
　
　
誠
　
　
　
向
江
町 

橋
口
　
乃
彩
　
　
和
之
　
　
宮
脇 

遠
藤
　
明
輝
　
　
辰
也
　
　
猪
鹿
倉 

上
東
　
将
大
　
　
隆
洋
　
　
天
神
馬
場 

中
拾
石
光
彩
　
　
健
　
　
　
天
神
馬
場 

本
溜
　
心
菜
　
　
浩
二
　
　
妙
円
寺
九
区 

松
元
　
涼
奈
　
　
裕
樹
　
　
清
藤 

中
村
　
栞
菜
　
　
智
孝
　
　
妙
円
寺
五
区 

西
　
　
龍
真
　
　
良
平
　
　
中
福
良 

前
田
　
結
仁
　
　
正
裕
　
　
宮
脇 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

安
藤
　
琉
翔
　
　
健
一
　
　
杉
之
迫 

立
和
名
姫
奈
　
　
輝
幸
　
　
中
央 

下
別
府
彩
佳
　
　
孝
行
　
　
堀
内 

柳
園
　
琉
愛
　
　
利
一
　
　
上
野
西 

町
田
　
颯
汰
　
　
誠
　
　
　
美
山
下 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

大
牟
田
夢
彩
　
　
和
宏
　
　
中
区 

鳩
野
　
仁
麗
　
　
浩
志
郎
　
中
区 

小
牟
田
　
椿
　
　
光
四
郎
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

大
塚
明
香
里
　
　
逸
雄
　
　
西
本
町 

       

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

並
松
サ
チ
子
　
　
83
　
や
は
ず
の
里 

東
　
サ
チ
ヱ
　
　
86
　
徳
重
東 

古
川
　
美
穂
　
　
22
　
朝
日
ヶ
丘 

池
田
　
高
雄
　
　
81
　
上
方
限 

栫
　
ヨ
シ
エ
　
　
80
　
中
川 

今
和
泉
隼
人
　
　
66
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

中
島
　
ヨ
シ
　
　
90
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

米
丸
　
睦
男
　
　
78
　
下
神
殿
四
区 

鈴
木
　
文
二
　
　
82
　
徳
重
東 

若
松
　
哲
雄
　
　
84
　
朝
日
ヶ
丘 

上
之
園
慎
司
　
　
25
　
飯
牟
礼
下 

田
中
　
ナ
ミ
　
　
89
　
清
藤 

奥
　
美
規
男
　
　
87
　
中
福
良 

今
村
ミ
キ
子
　
　
74
　
大
田
中 

南
　
　
善
男
　
　
93
　
恋
之
原 

本
寺
　
克
俊
　
　
76
　
郡
下 

村
山
ヒ
サ
子
　
　
81
　
瀬
戸
内 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

宮
内
　
ケ
イ
　
　
86
　
荻 

穗
滿
ミ
ツ
エ
　
　
99
　
秋
光
園 

山
元
　
　
繁
　
　
86
　
田
代 

冨
山
　
清
則
　
　
84
　
麓
上 

赤
　
キ
ミ
ノ
　
　
92
　
中
央 

平
田
　
哲
二
　
　
81
　
中
伊
作
田 

田
代
　
有
二
　
　
94
　
田
代 

大
庭
　
三
次
　
　
90
　
丸
牧 

永
井
　
宏
一
　
　
73
　
田
之
湯 

久
保
キ
ク
ヱ
　
　
93
　
堀
内 

小
園
　
秀
義
　
　
80
　
元
養
母 
 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

堀
　
　
正
吉
　
　
96
　
諏
訪 

馬
場
　
千
枝
　
　
91
　
日
新 

中
村
　
秋
芳
　
　
84
　
北
区 

有
馬
　
幸
一
　
　
68
　
南
区 

潟
山
　
敬
次
　
　
90
　
二
潟 

春
成
　
フ
ミ
　
　
87
　
諏
訪 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

遠
矢
ミ
ヨ
子
　
　
82
　
ふ
も
と 

二
木
　
　
明
　
　
83
　
赤
仁
田 

永
田
　
ス
エ
　
　
97
　
亀
原 

窪
田
　
文
雄
　
　
86
　
小
野
馬
場 

前
野
　
清
　
　
　
58
　
上
中
之
里 

横
山
　
賢
治
　
　
52
　
浜
田 

黒
木
　
正
利
　
　
82
　
花
熟
里 

脇
　
　
　
男
　
　
90
　
下
和
田 

原
薗
キ
ミ
エ
　
　
80
　
浜
田 

　
田
　
　
一
　
　
89
　
坊
野 

堂
下
智
佐
子
　
　
75
　
花
熟
里 

松
元
　
　
舞
　
　
26
　
入
来
浜 

今
村
　
義
春
　
　
84
　
北
湯
之
元 

　は
や
と
 

ゆ
う
ひ
 

て
ん
ま
 

　ぴ
ゅ
あ
 

ひ
ろ
の
り
 

　る
　
み
 

　り
　
く
 

も
も
　ね
 

よ
し
な
り
 

　せ
　
い
 

　の
　
あ
 

あ
す
き
 

ま
さ
は
る
 

　み
　
さ
 

こ
こ
な
 

り
ょ
う
な
 

か
ん
な
 

り
ょ
う
ま
 

ゆ
い
　と
 

   り
ゅ
う
と
 

　ひ
　
な
 

 

　
　
さ
や
か
 

　
　
る
　
な
 

　
　
そ
う
た
 

   　
　
　ゆ
　
あ
　
 

　
　
じ
ん
ら
い
 

　
　
　
　
つ
ば
き
 

   　あ
　
か
　
り
 

聴覚障害者を対象とした緊急通報に関するお知らせ 

連絡先：日置市消防本部　警防課　　TEL　099－272－0119　　FAX　099－273－5869

地区健康づくり活動委託事業とは?… 

　自治会長　保健推進員　食生活改善推進員
　運動普及推進員　児童民生委員　福祉アド
バイザー　婦人部　　など 

協力メンバー（例）… 

▲「やまんかん広場」でのグランドゴルフ大会（年２回） 
　目的は世代を超えての運動延べ200人参加 

▲栄養教室出前講座（夜間開催） 
　食生活改善推進員さんを中心に試食と保健師の健康講話 
　焼酎の適量試飲付!働き盛り世代に呼びかけ40人参加 

これまでの活動内容 
☆　健康標語募集と看板づくり（各自治会） 
☆　健康づくり講演会 
☆　健康づくり実態調査；実践者割合の多い地区
を地区文化祭で自治会表彰 

☆　各自治会にウォーキングコースづくりと地区
で毎月第３土曜日ウォーキング 

☆　「ラジオ体操」午後３時に防災無線 
☆　体操・レクリェーション教室　など 
　　　　　H20年度参加人数延べ1,246人 

「みんなの健康づくりの意識が高まれ
ば医療費や保険税も抑えられます。し
かし、活動は保健福祉部員や保健推進
員の協力なしでは継続できません」 
 

平成13年度～ 
伊作・花田・野首・ 
藤元・平鹿倉・和田・ 
吹上・永吉・坊野 

住吉・日新・日置・ 
吉利・扇尾 

伊作田・上市来 

伊集院北 

吹上全地区 

平成19年度～ 日吉全地区 

平成20年度～ 
東市来2地区 

伊集院1地区 

活動開始年度 地　　域 地　区　名 

◎これまでの取り組み地区公民館 

自宅FAX 消防署FAX
緊急通報 

指令 出動 

FAX
・火　事 

・救　急 

健康づくり標語看板の前で　山之内保健福祉部長さん 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

有川　梨乃ちゃん（２歳６か月） 

父　貢さん　母　清美さん 
（東市来町長里） 

　元気ですくすく大きくなってね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

宮内　太輔ちゃん（６歳２か月） 

父　勇一郎さん　母　知子さん 
（東市来町長里） 

　元気でがんばってね。 

■おかあさんから 

至加世田 

吹上高校 

伊作川 

吹上砂丘荘 

伊作小 

さつま湖 

吹上町 
役　場 

文 文 

小緑山西福寺跡 

　「
健
康
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
馬
場
口
さ
ん
。
九
十
二
歳
で
公
民
館
盆
栽
講
座
の

講
師
を
三
月
ま
で
務
め
、
四
月
か
ら
は
、
自
主
盆
栽
講
座
の
講
師
を
務
め
ま
す
。
盆
栽
を
始

め
た
の
は
、
五
十
年
以
上
前
、
自
宅
近
く
の
山
で
枝
ぶ
り
の
良
い
松
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
始
め
た
こ
ろ
は
、
教
え
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
た
め
本
を
読
み
な
が
ら
独
学
で
勉

強
し
た
と
言
い
ま
す
。 

　
ほ
か
に
も
、
民
生
・
児
童
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
産
地
の
育
成
銘
柄
確
立
の
た
め

に
農
協
の
メ
ロ
ン
部
会
長
、
園
芸
部
会
長
な
ど
を
務
め
て
き
ま
し
た
。 

　「
趣
味
を
持
つ
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
す
」
と
話
す
馬
場
口
さ
ん
は
、
盆
栽
の
ほ
か
に
野
菜

作
り
が
趣
味
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、
サ
ト
イ
モ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
多
く
の
野
菜
を
丹
精
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
取
材
を
し
た
と
き
も
、「
朝
、
取
れ
た
て

の
野
菜
を
江
口
蓬
莱
館
へ
出
荷
し
て
き
ま
し
た
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
自
動
車
の
運
転
も
現
役
で
、
町
内
は
、
自
分
で
運
転
す
る
と
い
う
馬
場
口
さ
ん
。「
免
許
取

得
後
は
無
事
故
、
有
効
期
限
は
九
十
四
歳
ま
で
あ
り
ま
す
」
と
元
気
に
話
し
ま
す
。 

　
昨
年
の
二
月
に
は
、
上
市
来
中
学
校
で
行
わ
れ
た
郷
土
教
育
講
演
会
で
、
趣
味
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。 

　「
こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
元
気
で
あ

る
以
上
は
、
体
を
動
か
し
大
好
き
な
盆
栽
や
野
菜
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」 

シリーズ● 47
いきいき 

東市来町養母（上床自治会） 

馬場口　藤雄さん〔92歳〕 
ば　　ば　ぐち 　  ふじ　お 

岩元　愼子さん（66歳） 伊集院町妙円寺 

　「鹿児島市のデパートで開催されていた、
ロマンドール作品展。そのとき出合った人
形から、あふれ出る優しさに引かれて始め
ました」と話す岩元さんは、現在、「ロマン
ドール講座」の講師を務めています。「ロマ
ンドールの制作は紙粘土から型を作るときは、
彫刻家、洋服はデザイナー、顔の表情、髪
型は美容師、色付けは画家といろんな職業
になった気分で楽しくできます」と岩元さん。また、「人形
が夢や思いを込めて完成したときは、とてもうれしいです」。
とも「これからも、たくさんの仲間と愛、自由、信頼をテー
マに、日本人形、ウェルカムドール、磁器人形などオリジナ
ル作品を作っていきたいですね」 

　
ぼ
く
は
、
し
ょ
う
来
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
る
と
い
う
大
き
な
夢
を

も
っ
て
い
ま
す
。 

　
き
っ
か
け
は
、
ぼ
く
が
四
年
生

の
と
き
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

日
本
代
表
の
選
手
が
か
っ
こ
う
よ

く
プ
レ
ー
し
て
い
る
の
を
見
た
こ

と
で
す
。 

　
ぼ
く
の
あ
こ
が
れ
の
選
手
は
、

大
リ
ー
グ
の
マ
リ
ナ
ー
ズ
で
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
や
く
し
て
い

る
城
島
選
手
で
す
。 

　
そ
れ
は
、
城
島
選
手
が
ボ
ー
ル

の
さ
ば
き
方
や
次
の
行
動
を
つ
ね

に
考
え
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
す
ご
い
と
思
う
か
ら
で
す
。 

　
だ
か
ら
、
ぼ
く
も
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
こ
が

れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
か

ん
た
ん
に
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

毎
日
、
中
学
校
の
先
ぱ
い
が
投
げ

る
速
い
ボ
ー
ル
を
と
る
練
習
を
こ

つ
こ
つ
と
や
っ
て
い
ま
す
。 

　
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
勇
気
も
必

要
で
す
。
だ
か
ら
、
怖
い
こ
と
か

ら
逃
げ
な
い
勇
気
も
身
に
つ
け
、

将
来
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ
る
よ
う
、

一
生
け
ん
命
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。 

ぼ
く
の
夢 

美
山
小
学
校
六
年
　
榊
原
　
裕
次
く
ん 

●～H20東市来町公民館盆栽講座講師 

 

『ロマンドール』 

 

　吹上地区公民館の隣にあります。同じ吹上地域にあっ
た臨済宗多宝寺の末寺で、寺を創建した普宅和尚の墓な
どが残っています。西福寺には「水剣」にまつわる伝説
が伝えられています 
　普宅和尚は修行のため諸国を廻る途中に、肥前五島の
大円寺で修行していました。ある日、童子２人が「われ
らは水神である。願わくば、仏法の奥義を賜りたい。」
と懇願しました。そこで、普宅は仏法の奥義を授けまし
た。喜んだ童子は、水剣を普宅に贈りました。普宅は薩
摩に帰り、西福寺を創建した際に、この水剣を持って来
たとされています。水剣には水難や火難を防ぐ不思議な
力があるとされていて、水剣の絵を家の壁に掲げる風習
が明治の初めまで続いたということです。 
　島津本家16代当主義久（1533～ 1611）は、この水剣
の話を聞き、水剣を召し上げ、代わりに木製の模造品を
寄付したとされています。水剣の模造品は、吹上歴史民
俗資料館に展示されています。 

車で、本庁から35分、 
吹上支所から5分 

Access

り　の たいすけ 
さ
か
き
ば
ら
　
　ゆ
う

じ 

ちか　こ 
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http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

主な記事 
平成21年度市の予算 
市民歌の歌詞を募集します 
5月17日は日置市長・市議会議員選挙の投票日です 
伊集院森林公園使用料の改定 
まちの話題 
市民の広場 
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…………………………………8 

………………………………………………………9 
……………………………………………………18

鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,614人（△437） 

　男　　24,098人（△262） 

　女　　27,516人（△175） 

世帯数　22,254　（△104） 
4月1日現在 （　）は前月比 

堂々の入場行進 
　男子239チーム、女子11チームの子

どもたちが、晴れわたった青空の下、それ

ぞれ頂点を目指して力強く入場行進を行

いました。（「第35回鹿児島県ちびっこソ

フトボール大会」P10関連記事） 

No.48 平成21年4月号 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９-２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

東市来支所 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

TEL 099（274）2111

日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

豊
か
な
郷
土
・
み
ん
な
で
守
り
・
創
意
・
工
夫
生
み
出
す
風
を 

草
原
自
治
会
（
日
吉
地
域
） 

▲産業祭 

▲年２回行う河川愛護作業 

▲地域の一大イベント夏祭り ▲牧内重光会長 

吉
地
域
の
北
部
に
位
置
す
る
草

原
自
治
会
は
少
子
高
齢
化
の
進

む
地
域
で
す
が
、
自
治
会
が
統
合
し

て
丸
三
年
が
経
過
。
各
専
門
部
（
総

務
部
・
教
養
部
・
体
育
部
・
生
産
部
・

青
壮
年
部
・
婦
人
部
）
を
中
心
に
自

治
会
活
動
や
地
区
公
民
館
活
動
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
が
楽
し

ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。 

年
、
八
月
に
行
わ
れ
る
夏
祭
り

は
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
一
カ
月
以
上
前
か
ら
話
し
合
い

を
重
ね
、
当
日
の
ス
テ
ー
ジ
の
準
備

や
屋
台
な
ど
青
壮
年
部
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
地
区
内
外
か
ら
大

勢
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
夏
祭
り

に
は
、
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会

も
参
加
。
す
ば
ら
し
い
太
鼓
の
演
奏

を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。 

月
に
吹
上
町
永
吉
で
行
わ
れ
る
、

山
神
の
響
炎
（
や
ま
ん
か
ん
の

き
ょ
う
え
ん
）
に
は
、
草
原
自
治
会

が
伐
採
や
松
明
（
た
い
ま
つ
）
の
準

備
を
手
伝
う
な
ど
年
間
行
事
に
取
り

入
れ
、
地
域
外
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。 

老
を
祝
う
会
は
、
九
月
に
行
い

ま
す
が
、
前
日
に
は
、
わ
ら
べ

住
吉
育
成
会
の
子
ど
も
た
ち
が
会
場

の
飾
り
付
け
を
行
い
、
地
域
み
ん
な

で
祝
い
ま
す
。 

区
公
民
館
活
動
と
し
て
は
、
産

業
祭
を
十
二
月
に
開
催
。
野
菜

品
評
会
や
即
売
会
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

月
一
日
に
は
、
地
域
の
日
枝
神

社
に
参
拝
後
、
梨
ヶ
峰
へ
初
日

の
出
登
山
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

四
十
年
以
上
続
く
恒
例
行
事
で
す
。 

康
増
進
を
図
る
た
め
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
こ
れ
ま

で
日
吉
総
合
運
動
公
園
で
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
、
公
民
館
の
近
く
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
、
三
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

大
会
を
計
画
中
で
す
。 

れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
地
域
の
だ
れ
も
が
、
楽

し
み
を
持
っ
て
仲
良
く
元
気
に
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
で
す
。 

日 

毎 

地 敬 一 健 こ 

十 

市の面積　253.06㎞2

草原自治会 
（日吉地域） 

　
平
成
十
八
年
四
月
に
遠
矢
ヶ
原
・
草

原
東
・
草
原
西
・
川
口
・
住
吉
の
五
集

落
が
統
合
し
て
新
た
に
発
足
し
た
草
原

自
治
会
。
日
吉
地
域
の
北
部
に
位
置
し
、

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
百
九

十
五
世
帯
四
百
五
十
四
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。 

　
自
治
会
が
統
合
し
て
丸
三
年
が
経
ち
、

毎
年
行
う
夏
祭
り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

く
さ
は
ら 




